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(

一
四
七
八)

雄

0

北
米
<
n衆
ぽ
の
述
覚
制
度

其
動
勉
潔
朴
に
し
て
實
直
な
る
は
是
等
藤
民
の
特S

V
J

 

0
せ
ら
る
、
糊
な
る
に
‘若

し

J
u
g
o
s
l
a
v

が
是
等
の
諧 

鳥
を
失
ふ
こ
と
あ
ら
ん
か
彼
等
の
人
繩
ホ
の
最
有
力
に 

し
て
又
彼
等
の
©
土
中
の
最
優
良
な
る
部
分
を
翁
は
る 

、
も
の
ビ
云
ふ
可
し
。
即
ち
是
等
の
祥
鳥
を
失
ふ
は
有 

滅
無
形
の
大
損
央
に
し
て
就
中J

u
g
o
s
l
a
v

に
取

‘
ぐ

て 

自
己
の
海
上
に
於
け
る
通
商
を
不
可
倘
な
ら
し
め
ら
る 

>
の
苦
痛
は
到
底
#
ゆ
る
所
に
非
ざ
る
が
故
に
如
何
な 

る
膝
事
上
の
理
ま
を
以
て
す
る
も
其
全
部
た
る
とJ
部 

た
る
ビ
をg

：

は
ず
之
を
藤
取
せ
ら
る
可
き
に
非
す
。
然 

か

も

J
u
g
o
s
l
a
v

は
此
上
膨
服
の
希
望
を
有
せ
ざ
る
が 

故
に
ア
、ド
リ
ヤ
チ
ツ
ク
の
.東
海
岸
を
傲
有
す
る
が
爲
め 

に
伊
*
利
に
働
し
て
何
等
の
*
處
た
る
も
の
に
非
.ざ
る 

可
し
。

第
十
i
 

： 

‘
八
四
.

北

米

合

衆

國

の

通

貴

制

度

ご

一

、
完)

一

三
宅
嘉
十
郎

，要

項

四
、合
衆
國
の
銀
行
族

I
準
備
銀
行
漆
、
國
立
銀
行
券

五
、
聯
祁
堆
備
紙
m

六
、
結

論

て

e
r

合
衆
國
の
銀
行
券 

現
狂
北
米
合
衆
國
に
流
通
せ
る
叙
行
族
に
は
举
偏
銀 

行
券V

し
國
立
銀
行
券
ピ
の一 

一0

f

o

國
立
嚴
行
難
は 

各
國
立
飯
行
が
合
衆
國
々
債
を
大
藏
堪
に
M
能
し
"
其 

额
而
價
格V

J

同
額
の
銀
行
券
を
受
取
り
發
行
す
る
も
の 

に
し
て
、
か
く
の
如
き
國
債
預
能
發
行
法
が
本
來
商
業 

界
のl

i

給
狀
態
に
順
塵
し
て
沖
縮
：自
f
f
iな
る
近
代
的
通 

货
の
妙
用
を
有
す
る
能
は
ざ
る
は
明
白
な
る
所
、
合
银 

國
の
商
業
界
が
最
近
半
世
紀
.の
間
、
之
が
爲
め
其
發
達

I

を
妨
げ
ら
れ
た
る
こ
と
甚
だ
大
な
る
は
何
人
も
認
む
る 

所
な
ら
？
新
通
®
制
度
の
0
的
は
此
の
仲
縮
性
を
眺
加 

せ
る
通
货
を
廢
し
て
、
代
ゆ
る
に
商
業
界
の
需
給
に
一 

政
す
る
か
か
さ
通
®
を
供
給
せ
，ん
と
ず
る
に
狂
<
て̂
、
 

從
ク
て
新
通
货
制
度
の
赚
立
ビ
共
に
®
立
銀
行
券
ほ
當 

然
囘
收
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
述
命
に
f
f
iな
。
然

る

⑥ 

立
銀
行
银
の
囘
收
は
同
時
に
其
發
行
の
保
證
た
る
合
衆 

國
々
債
の
解
放
ど
な
る
は
勿
論
な
れ
ば
、
同
銀
行
券
の 

囘
收
に
就
て
は
是
等
の
解
放
さ
る
ベ
き
國
债
の
市
®
を 

維
持
し
て
國
立
银
行
の
蒙
む
る
振
失
を
防
北
し
、
监
は 

國
立
银
行
芬
の
囘
收
に
由
る
通
®
の
载
激
な
る
減
退
を 

も
緩
和
す
る
の
方
策
を
講
ず
る
の
必
要
あ
り
。
準
備
銀 

行
终
の
發
行
は
之
が
爲
め
に
認
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し 

て
聯
郝
準
備
銀
行
法
の
规
定
に
依
れ
ば
、
準
備
銀
行
を 

し

て

準

備

組

銀

行(
M
e
m
b
e
r

 

b
a
n
k
i

株
主
銀
行
、
出 

資
银
行)

や
る
國
立
銀
行
の
發
行
芬
傲
却
の
爲
め
解
放 

さ
る
ベ
き

國
债
を
買
収
ら
し
め
、
必
要
に
應
じ
之
を
保 

證
ど
し
て
取
備
報
行
券
を
發
行
す
る
を
得
：̂
し
む
る
こ

と

、
せ
"

=̂
。

を
れ
ぱ
準
獨
銀
行
芬
の
發
行
は
®
立
傲
行 

券
館
却
の
過
渡
期
に
於
け
る
一
崎
の
手
段
め
る
に
過
ぎ 

ざ
れ
ば
、
合
衆
國
€
通̂
貨
と
し
て
將
來
永
久
に
$
要
の 

地
位
を
占
む
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
は
勿
論
な
る
も
、 

國
立
銀
行
券
の
囘
收
が
今
後
一
一
十
年
乃
至
三
十
年
を
要 

す
る
も
の
ビ
ず
れ
ば
、
傘
備
銀
行
翁
も
大
體
に
於
て
ニ 

三
十
へ
^
後̂
迄
流
通
を
見
る
べ
く
、
且
其
琉
通
は
國
立
银 

行
券
の
館
却
に
伴
ひ
て
漸
次
播
加
す
る
も
の
と
せ
ざ
る 

ベ
か
ら
ざ
れ
ば
、
左
に
其
性
質
及
修
行
法
に
就
て 

一#
 

を
投
じ
®
ぐ
べ
し
。 

.

(

A)

準
備
銀
行
券

傘
俯
銀
行
券
は
各
準
備
銀
行
之
を
發
行
し
、
其
紙
幣 

上
の
資
任
冻<

在
發
行
銀
行
に
存
す
。
發
行
法
は
全
然
®
 

立
銀
行
券
の
場
合
と
同
様
®
债
W
託
法
に
し
て
、
次
節 

に
0
ぶ
る
聯
邦
準
備
紙
撒
と
は
全
く
別
傭
の
性
質
を
有 

す
る
も
の
な
れ
ぱ
之
と
泥
同
す
ベ
か
ら
す
。

聯
邦
準
備
銀
行
法
に
於
て
.ほ
：國
立
報
行
券
の
發
行
及 

傲
却
に
就
て
ぱ
新
な
る
制
限
を
設
け
ず
、
從
來
同
綴
其

ポ

十一

お

.0 II

士
九

}
離

路

北

来

仓

衆

駒

の

：
^
貨

制

ほ

第
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；
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十一

卷

(
一

四
A
o
o 

m
.

錄

北
来
介
浪
旧
の
通Is：

滅
度

级
.
H
.
i资
.

八
-パ
.
.
'

修
す
を
秘
續
し
旧
剑
潮
を
な
す
，
W，マ」

を
；̂
る
は
*
^
論
な 

る
が
、
更
に
餓
却
に
就
て
は
便
究
の
方
法
を
設
け
"
m 

備
叙
行
法
公
布
後1

一
年
即
ち
ニ
九
一
五
年
十
二
月
二
十 

三
日
ょ
り
二
十
年
間
に
於
て
は
、
國
立
银
行
は
合
衆
國 

國

庫

局

長(U. 

S. 

T
r
e
a
s
u
r
e
r
)

を
經
て
、
其
館
却
せ 

ん
：
す
る
銀
行
券
の
保
瞪
た
る
國
債
を
準
備
銀
行
に
、
 

額
而
價
格
及
旣
生
利
子
を
以
て
買
取
を
依
職
す
る
を
得 

ベ
..ぐ
、
一
以
て
國
償
の
市
偕
が
額
而
惯
格
以
下
に
在
る
が 

如
：さ
場
合
、
銀
行
族
の
飾
却
に
依
b
て
國
立
®
行
の
蒙 

む
る
べ
き
損
，

5^

を
防
止
せ
ん
，；，}せ
り
。
.
傭
銀
行
は
か 

く
の
如
く
國
立
銀
行
ょ
り
提
供
さ
れ
た
る
國
债
を
、
各 

S
其
資
本
及
積
立
金
の
額
に
崖
じ
て
引
受
け
、
之
を
八
ロ 

衆
國
國
庫
局
長
に
预
能
し
て
準
扁
銀
行
芬
を
發
行
す
る
‘
 

こ
と
を
.得
る
な
ら
。
但
し
準
備
報
行
の
買
取
る
べ
&
國
• 

愤
は
、
.總
额

に

於

て

一

年

一

一

千

五

H

S
卵
を
起
過
す
ベ 

か
ら
ざ
る
规
定
な
れ
ば
、
共
以
上
の
國
僮
は
國
立
銀
行 

各
自
一
般
市
場
に
資
却
せ
ざ
る
ベ
か
ら
す
。
準
備
銀
行 

は
右
の
外
其
S
入
れ
あ
る
紙
粮
擔
保
權(circulating

privilege)

をi： ?

す

る

闕

を

<
n

衆
國
國
ま
局
長
に
预
能 

し
て
其
額
而
ビ
同
額
の
準
備
银
行
芬
を
發
行
す
る
こ
ビ 

を
も
得
。
而
し
で
準
備
銀
行
贷
の
館
却
は
H
立
銀
行
芬 

の
.館
却
と
同
襟
の
方
法
に
於
て
行
は
る
0
準
滞
銀
行
芬 

の
流
通
上
に
於
け
る
地
位
亦
國
立
傲
行
芬
と
同
様
に
し 

て
、
法
货
に
あ
ら
ざ
る
.を
以
て
絕
對
的
の
强
制
通
用
力 

を
有
せ
ざ
る
も
、
關
税
以
外
の
政
府
へ
の
支
»
及
國
愤 

の
元
.刹
挪
以
外
政
府
の
支
挑
に
は
無
制
服
通
用
力
を
認 

め
ら
る
。
 

•

单
備
銀
行
券
は
瞪
芬
W
託
法
に
®
,
て
發
行
せ
ら
る 

ク
こ
と
國
立
銀
.行
券
を
.
®ぶ
所
な
け
れ
ば
、

一
方
に
國 

立
叙
行
券
を
囘
收
し
て
他
力
に
準
備
銀
行
芬
を
發
行
し 

た
b
ざ
て
、
通
货
制
度
上
柯
等
進
化
を
示
さ
い
る
に
似 

た
-
ビ̂
雖
も
、
之
に
依
つ
て
紙
®
擔
保
權
を
有
ず
る
闕 

債
は
漸
次
國
立
銀
行
の
平
を
離
れ
て
準
備
銀
行
に
称
る 

こ
と
、
な
り
、
準
備
銀
行
は
準
備
局
の
承
認
を
得
て
ニ 

分
利
付
の
國
債
を
紙
將
擴
侃
權
な
&
三
分
利
仲
一
年
期 

限
の
債
券
及
同
H
十
年
期
服
の
公
魔
と
交
換
せ
ら
る
、

B3aBa!aaaMMMBBm
4
i
l
w
w
—

w
i
n
i
p
iailiar

と
を
得
べ
く
、
以
て
紙
®
擔
保
權
を
有
す
る
國
債
を
整 

理
し
、
同
時
に
聯
邦
準
備
紙
將
の
發
行
高
を
#

加
す
る 

に
：主
る
を
以
て
、
時
日

W

共
に
合
衆
國
通
货
の
整
理
を 

見
る
こ
、、

J
、

な
る
な
.C

S。

(

B)

國

立

銀

行

芬

,

國
立
跟
行
は
新
通
货
制
度
の
け
ら
れ
力
る
今
日
に
-
 

於
て
は
、
漸
次
館
却
せ
ら
る
ベ
'さ
も
の
に
W

し
、
通
®

 

と
し
て
の
重
要
の
度
は
從
前
に
比
し
著
し
く
減
殺
せ
ら 

れ
た
り
と
雖
も
、
尙
ほ
其
流
通
高
七
®
卵
に
達
し
合
衆 

國
の
通
货
總
額
の
七
分
の

1

を
.は
む
る
の
狀
態
に
在
.CS

 

て
、
之
が
全
部
の
館
却
を
見
る
に
今
後
數
十
年
を
經
過 

す
る
を
要
す
ベ
ぐ
、
從
つ
て
國
立
銀
行
券
ほ
今
後
も
依 

然
合
衆
®

!

^

货
の
.

或
剖
分
を
占
む
る
こ
ご
、
な
る
は
疑 

ふ
べ
か
ら
す
。

元
来
合
娘
國
に
於
て
は
•一
 

八
三
六
年
第
一
一
合
激
殿
银 

す
特
！1
^
!
:
:
權
の
廢
儿
以
娘
、

一
八
六
三
年
の
國
立
银
行
法 

制
定
に
蛋
る
迄
國C

に
流
通
せ
る
統j

せ
る
通
貨
の
存
：
 

す
る
な
：ぐ
つ
を
州
の
銀
行
は
各
其
州
攻
⑩
の
足
め
た
る

銀

行

法

準

據

し

て

，紙
艘
の
發
行
を
な
し
た
れ
ば
、
を 

稀
の
紙
歉
雜
然
ど
し
て
流
通
しy
货
と
紙
幣
及
紙
’俄
相 

互
のi

i

に
厕
き
を
生
ず
る
に
：生
り
、
爲
め
に
商
業
収
引 

の
難
a
遂
を
胆
寄
せ
る
こ
と
大
な
る
も
の
あ
り
し
ド
、

K 

々
商
北
戰
爭
の
起
る
ぁ
b
て
政
府
は
戰
数
支
辨
の
爲
め 

多
額
の
公
儀
を
後
行
す
る
の
必
要
に
際
會
せ
し
か
ぱ
、
 

公
A

の
貪
行
を
容
為
に
し
旦
從
來
の
公
債
を
節
上
ぐ
る 

の
目
的
を
以
て
、

一

八
六
三
年
時
の
大
蔵
卿
チ
Z

H

Iス 

の
.發
案
に
依
<
>
、.
紐
育
州
跟
行
法
に
則
り
て
圃
债
预
託 

，
發

行

法

(
B
o
n
d

 

deposit 

s
y
s
t
e
m
)

を

制
り
！
^
ず

る

と

至

れ
り
。
是
れ
即
ち
國
立
銀
行
法
に
し
て
、
缴
一
八
六 

年
の
改
正
に
依
'
^
.て
完
成
せ
、ら
れ
し
が
、
之
に
依
れ
ば 

國
立
銀
行
は
其
設
立
と
同
蹄
に
.資

本

金

の

ミ

分

の1 

(

最
低
！

1i

廣
卵)

以
上
を
以
て
合
衆
國
々
債
を
買
入
れ
、
 

之
を
國
庫
屈
長
に
.预
託
し
て
其
額
面
®
格
の
九
割
に
相 

當
す
る
銀
行
券
を
發
行
す
る
こ
ど
を
得
。
銀
行
券
の
發 

行
制
限
観
は
各
娘
行
に
於
て
は
大
體
其
資
本
金
ざ
间

額

‘ 

ご

し

、
：
且

：
全

.
國

め

，
發

行

總

，
額

.
は

：
ニ 

S

®

を

赵

ゆ

，
ベ

か

ら

?

5
 

ニ 

£

八

ニ

報

北

来

仓

衆

旧

の

滅

货

制

说

m
r

m

八
七

||

|1



Iff
lir
! b

1 if:パ

を
運
用
す
る
の
却
て
®

だ
利
猛
と
な
る
に
辛
；

-
ĉ

し
か
ぱ 

.

國
立
銀
行
の
國
僮
を
賣
却
し
て
銀
行
券
を
®
却
す
る
も 

,

の
續
出
し
、
新
に
設
立
せ
ら
る
、
跟
行
も
銀
行
法
に
规 

定
せ
ら
る
、
最
低
額
以
上
H
債
の
賀
ス
を
欲

，せ
す
、
.從 

9

て
跟
行
芬
の
倏
行
甚
だ
振
は
す
。

一

八
七
三
年
ミ
億 

五
千
蔣
卵
を
算
せ
し
銀
行
券
は
、
.
一
八
七
五
年
に
は
却 

て
五
千
歡
％̂
をS

が
桃
し
て
三
傷
卵
"

y
j

な

れ

-
^
。

.
典

後

發
 

行
高
稍
々
播
加
し
て
一
八
七
九
年
に
は
三
億
ニ
千
三
W

 

に
上
ク
し
も
、
政
府
の
公
償
整
理
は
着
々
進
行
し
、
 

公
債
價
格
は
盤
々
騰
貴
し
て
ニ
八
九
一
ギ
の
最
低
平
特 

價
格
は
百
二
十
四
を
示
す
殺
な
b

.

し
か
ぱ
、
S

立
銀
行 

.

銀
行
芬
飾
却
愈
々
多
ぐ
、
新
に
國
債
を
買
入
れ
銀
行
券 

の
後
行
を
®

す
も
の
なか
.：： V

し
か
ば
、
其
發
行
高
は
一 

八

七

九年
の
三
億
ニ
千
三
H

め

弗

ょ

-
^
一

 

八
九
ニ
年
の 

一
億
七
千
三
瓦
萬
卵
に
激
減
せ
-=

N。
..

苦
し
殿
立
銀
行
法 

に
於
て
各
國
立
銀
行
の
®

债

所

有

額

の

.最

低

限

度

を

规
 

定

せ
ざ
"

^

し
に
於
て
は
、
銀
行
券
の
發
行
高
は
更
に
一 

層
®

^

を
や
る
は
明
か
に
し
て
、
同
年
の
發
行
高一

億
七
千
三
百
腐
卵
は
國
立
嚴
行
の
赞
本
金
總
f
f
l六
億
八 

千
五
西
萬
卵
の 
一}

割

五

！
：
^

强

に

當

り

銀

行

法

规

定

の

最
 

低
發
行
额
を
示
せ
り
。

一
八
九
0
年
以
後
關
桃
改H

：!

に
ぬ
る
收
入
の
城
少
及 

購
銀
條
例
の
影
響
を
受
け
て
、
合
衆
國
政
府
は
公
債
發 

行

の

、必

要

に

通

ら

れ

ゾ

一

八

九

ミ

年

ょ

り

九

七

年

に

至 

る
ク
ソ
I

プ
ラ
ン
ド
大
綺
®
時
代
に
於
て
、
ニ
億
五
千 

ニ r

し
？
资
の
公
债
を
發
行
す
る
に
至
-

CV

し
か
ぱ
、
銀
货 

及
銀
證
券
の
發
行
停
止
に
曲
る
通
货
の
需
婴
增
加
と
相 

俟
て
、
國
立
銀
行
券
の
發
行
高
を
增
加
し
た
b
マ
し
雖
も 

國
债
預
託
發
行
法
の
根
本
に
檢
は
れ
る
贼
點
の
爲
め
、 

其
發
行
高
は
依
然
ビ
し
て
ニ
億
三
千
1
;
|
^
1
1

蔣
卵
を
上
下 

す

る

に

過

ぎ

ざ

.

,
國
立
銀
行
券
の
發
行
高
は
か
く
の
如
く
其
保
S

た
る 

ベ
さ
®

僮
の
市
®

に
依
り
增
满
す
る
の
K

況
に 

商
業
界
の
需
恶
ビ
隨
伴
せ
す

j

般
収
引
上
不
便
®
少
な 

ら

ざ

り

し

か

ば

、

，非

難

の

0
漸
く
高
く
其
根
本
的
改
正 

の
必
要
^
:
?
る
を
唱
道
す
る
も
の
出
で
カ
シ
。
大
藏
卿
力

第
ホ
！.盤
/ 

X
1
S
:

八
1
0

北
来
合
衆
闕
の
躯
贷
制
度

第
十
號
.

然
十一

卷

o

四
八
ニ)

雜

錄

北
来
合
娥
國
の
通K
制
俊

お
十
一
號

八
八

I

す
と
せ
-
^

0各
銀
行
に
對
す
る
制
限
瓶
は
今t

n

に
至
る 

迄
資
本
金
を
：以
て
阪
度
ビ
す
る
原
則
を
變
更
せ
ざ
る
も
. 

發
行
總
額
は
其
後1

八
七
0
年
千
二
月
の
法
律
を
以
て 

三
億
五
千1

T
B

蔣
弗
に
墙
加
さ
れ
同
時
に
其
地
方
的
分 

配
を
調
節
す
る
所
あ
り
、
更
.に
一
.八
七
五
年
に
至
b
て 

全
然
此
制
限
を
廢
し
以
て
今
日
に
及
べ
ぅ
。
而
し
て
银 

行
券
め
額
面
はI

卵
、
ニ
卵
、三
卵
及
五
卵
以
上
と
な
し
、
 

1

卵
乃
至
三
®
券
の
發
行
额
は
總
額
の
六
分
の1

以
下 

力
る
を
要
し
、
且
.八n

激
國
紙
低
の
正
货
兌
換
開
始
後
は 

徽
行
を
禁
止
せ
ら
る
、
こ
と
/
'な
り
'
' 1
A
七
九
年
以 

来
齋
行
を
廣
止
せ
ぅ
。
最
近
瑰
大
藏
省
へ
め
着
電
に
據 

れ
ぱ
"
合
衆
國
議
會
は
一
卵
及
ニ
卵
の
小
额
國
立
銀
行 

族
の
發
行
を
各
銀
行
ニ
萬
五
千
池
を
限
b
,認
む
る
の
法 

律
を
通
週
せ
り
ノ
レ
傅
ふ
。
蓋
し4

i

衆
國
經
濟
界
股
服
の 

爲
め
ル
額
通
货
の
！i

要
激
滑
せ
る
に
、
補
助
银
货
の
#
 

鶴
容
あ
な
ら
す
政
廣
紙
胳
及
嚴
證
券
の
發
行
額
に
は
各 

厳
®
な
る
制
限
あ
れ
ば
、
此
等
-に
依
る
こ
と
困
離
な
る 

事
情
あ
り
、
紧
急
の
處
置
ご
し
て
小
額
國
立
發
行
券
の

發
行
を
認
め
し
も
の
な
る
ベ
し
。
國
立
銀
行
券
は
法
货 

の
性
質
な
く
、
從
ウ
て
®
人

間

に

於

て

は

强

制

通

用

，力 

を

認

め

ら

れ

'ざ，る

も
、.
關
税
以
外
の
公
納
及
國
債
の
元 

利
挑
を
除
け
る
政
府
の
支
柳
に
は
無
制
限
に
通
用
す
る 

を
得
。
且
國
立
報
行
は
何
れ
の
銀
行
券
た
る
を
問
は
す 

平
價
を
以
て
受
入
る
べ
き
も
の
な
れ
ぱ
"
州
立
銀
行
の 

紙

幣

異

な

む
.全
國
を
通
じ
て
平
®
を
以
て
流
通
す
る 

を
得
べ
く
、
鼓
に
合
衆
國
は
再
び
統
一
せ
る
通
賞
の
供 

給
を
見
た
り
。

國
立
銀
行
券
©
發
行
は
，

H

债
の
預
能
を
必
要
ご
し
た 

る
を
以
て
"
國
債
に
對
す
る
雪
要
は
報
行
芬
の
發
行
樹 

加
ピ
共
に
增
加
し
"
從
つ
て
市
價
漸
次
騰
貴
を
見
る
に 

至

れ

ら

。

且

敕

府

は

袍

北

戰

.爭

後

公

債

の

整

理

に

意
を 

用

ゐ

"

一八
六
七
年
ょ
ゥ
七
五
年
に
ま
る
間
に
於
て
六 

億
傭
卵
の
償
遺
を
行
ひ
し
か
ば
、
政
庶
の
信
用
增
加
ビ 

相
俟
て
國
撒
の
市
慣
は
益
々
騰
貴
し
て
額
面
價
格
を
拔 

く
じ
.至
-
、.
國
立
銀
行
は
之
を
保
瞪
と
し
て
銀
行
券
を 

發
行
す
る
ょ
り
も
、
寧
ろ
之
を
賣
却
し
て
得
た
る
資
金



A '  

お •

熟

十

(一

H
A
四)

雜

0

此

米<
M̂

國

の

述

贷

制

ぽ

き

I

ラ
イ
ル(Carlisle)

は
一
八
九
四
年
國
立
銀
行
券
發
行
：
 

に
國
債
®
託
を
ぐ
必
要
す
る
の
规
定
を
除
か
ん
.こ
と
を
提
. 

唱
し
、
大
統
®

ク
ツ
I
ズ
ラ
ン
ド
亦
姑
息
的
な
る
銀
行 

务
發I

v

の
根
本
.が
改
？魂
の
.必
要
な
る
を
認
め
カ
^

—

ラ
イ 

ダ
の
意
見
に
同
意
を
表
し
、
又

.一
八
九
®
年\

ル
チ
，を 

I

ア
に
開
か
れ
め
る
全
國
銀
行
家
大
會
に
於
1
も
、
同 

樣
銀
行
券
の
發
行
は
其
挪
込
赞
本
金
の
五
側
迄
は
國
债 

の
鼠
鼠
を
ぶ
要
と
せ
ざ
る
こ
とA
す
ぺ
し
ざ
め
意
見
を 

發

表

し

た

.

.

.
。

即

ち

通

货

制

庶

改

萃

論

潘

の

主

意

ビ

す 

る
所
は
跟
行
信
用
货
幣
主
義
に
^
.
.
:
^
て
、
跟
行
の
資
産 

を
撮
保
と
し
て
銀
行
券
の
發
行
を
爲
さ
ん
ビ
す
る
も
の 

に
し
て
、
直
之
を
以
て
商
紫
泥
の
需
要
に
適
合
す
る
最 

も
進
ル
，.し
た
る
通
货
を
供
給
し
得
べ
しV

J

な
し
た
る
な 

ヶ
0
然
る
に
右
提
出
さ
れ
た
る
改
革
案
は
、
常
時
の4

l 

激
國
に
収
り
て
は
甚
だ
^
^
進
的
な
る
の
感
を
以
て
迎
へ 

ら
れ
た
る
ご
、
且
は
當
時
银
偶
週
の
尙
ほ
朝
野
の
耳
目 

を
術
動
せ
し
め
つ
、
あ
b
し
ビ
に
ぬ
5
談
會
及
一
般
の 

注
意
を
喚
起
す
る
に
•ら
す
、
改
正
‘の
方
針
は
依
然
現

お
，の
發
行法

.：

難

持

し

て

此

發

行

法

の

.下
に
银
行
芬
の 

發
行
高
を
一
層
播
加
せ
ん
と
す
る
事
に
向
け
ら
れ
、

一
 

九0

 0

年
の
金
本
位
條
例
に
於
て
次
の
四
K
.に
主
要
な 

る
改
.正

を

加

べ

以

て

銀

行

券

發

行

高

の

播

加

を

期

せ

り 

.

(

一)

二
分
利S

債
®
發

行

一

九

0
四
年1

1

月

！=

.償
遺
の
五
分
利
公
債
、

一
九
0
七
年
七
月 

一HI

償
­

還
の
四
分
刺
及 

一
九0

八
年
八
月
.

一

日
償
凝
の
三 

分

利

债

を

"
据
撒
期
K
三
十
年
の
二
分
利
公
債 

に
借
替
へ
國
立
银
行
を
し
て
報
行
券
發
行
の
保
瞪 

た
.る

を

せ

し

む

る

.こ

と

、
し

、

以
て
金
ポ

の

上 

ょ

-
^
公

債

市

價

を

引

下

げ

國

立

跟

行

の

報

行

券

發 

行
を
竊2

|

に
す
る
所
あ
.

0.

た
ら
‘。

(
1

一)

發
行
率
の
引
上
從
来
國
立
傲
行
は
其
®
託
せ 

る
國
债
市
偕
の
九
糊
に
し
て
額
而
僧
将
の
九
割
を 

超
過
せ
ざ
る
割
八
口
を
以
て
傲
行
芬
の
發
行
を
な
し 

得
る
こ
と
、
即
ち
银
行
#
の
發
行
は
常
に
保
賺
た 

る

國

儘

の

，袖

；め

偕

格

め

九
.期
以
下
な
り
し
を
、
ホ 

’
領

と

同

額

，に

し

て

、
額

面

を

越

過

せ

ざ

る

額

迄

發

'

I
か
せ
す
る

/

0

 

を

得

る

こ

と

に

改

正

し

。

(

三)

刷
立
银
行
の
最
低
资
本
金
額
の
引
下
從
*
の 

銀
行
法
に
於
て
は
人
口
六
千
人
以
下
の
地
に
S
立 

叙
行
を
設
立
す
る
場
合
は
其
資
本
金
は
五
路
卵
以 

上
な
る
こ
ご
を
要
し
、
國
立
叙
.行
の
最
低
資
本
金 

は
五
務
卵
な
り
し
が
、

一
九0

0

年
の
改
}
^
法
に 

,

於
て
は
：更
に
人n

!1j

千
人
以
下
の
地
に
於
て
は
資 

本
金
の
最
低
を
，

一

五
千
卵
と
な
す
を
得
る
こ
ご 

>
レ
"
以
て
ニ
方
に
は
®

立
銀
行
の
設
.立
を
容
£勿 

に

し

同

時

；
^

銀

行

券

の

發

行

高

を

附

加

す

る

の

方
 

法
を
講
じ
た
タ
。

.

(

旧)

銀
行
券
發
行
桃
の
低
满
圓
ま
銀
行
券
の
發
行 

税
タJ

一
分
利
付
國
債
を
保
證
と
す
る
も
の
に
對
し 

て

は一

ギ
五
厘
と
じ
、
，其
他
.

の

？
^

の

に

對

し

て

は
 

從
前
通
り
一
年
一
分
と
な
し
た
.

：：

S。

國
立
銀
行
法
に
關
す
る
右
四
®
條
の
改
正
は
從
來
の 

规
定
に
此
し
て
銀
行
芬
の
.
發
行
を
大
^

£

有
利
マJ

な
す
乙 

ビ
、
な
b

、
且
州
ま
銀
行
の
國
立
銀
行
に
變
更
す
る
を

盤
十一

卷

ニ

四

八
}?0

 - 

'難
：

容
器
な
ら
し
：̂
し
か
W
、
國
ま
銀
行
.の
播
加
著
し
く
織 

，
に

齋

本

金

一

一

燕

五

千

卯

‘の
小
銀
行
麥
數
に
設
立
せ
ら
れ 

1

九0
0

ザ
の
三
千
六
瓦
一
一
行
よ
り
一
九0

五
年
に
は 

五
千
五
百一

一
十
八
行
の
多
さ
を
.算
し
、
從
つ
て
銀
行
券 

發
行
高
亦
著
し
き
播
加
に
し
て
、
同
年
間
に1

1
M

三
千 

1
1

瓦
萬
卵
よ
ら
五
億
ニ
千
四
百
五
+
蔣
他
に
墙
加
し
、
 

内
一
一
分
利
付
國
債
を
保
賺
と
す
る
發
行
高g

億

千

一一 

百
寓
弗
の
多
額
に
達
せ
り
。

;

か

く

の

如

く

叙

行

族

の.急

激

な

る

播

加

はW
び
其
發 

行

上

に

支

障

を

来

す

に

至

れ
.

CS。

一
 

九
0

O
年
‘の
金
本 

位

條

か

に

お

さ

，て

發

行

し

た

る

一
j

分
利
付
國
债
は
總
额 

六
億1

E

千
六
百
萬
弗
に
し
て
、
大
部
分
旣
に
銀
行
タ
發 

行
の
保|§

と
し
て
B
立
銀
行
の
吸
收
す
る
所V」

な
り
た

る
上
に
、
政
府
預
金
の
保
賺
と
し
て
國
債
を
國
庫
に
预 

託
す
る
の
.规
®

よ
ら
し
て
、
當
啡
繁
積
せ
る
攻
府
刺
餘 

金
め
保
管
の
處
め
、
銀
行
は
之
が
保
賺
じ
も
亦
相
當
國 

僮
を
必
要
ご
す
る
に
至
ら
し
か
ば
、
將
來
の
銀
行
券
齋 

行
の
保
織
た
る
べ
き
國
債
の
殘
蒋
額
極
め
て
僅
少
と
な

'北
来
合
乘
國
の
瓶
货
制
庶

十

號

九

m
11：

v
.
i 

r

ぇ；：

ギ
ら

I；

：i

I '

i*，

；E



M  

もS

だ
，Vi
ミ

iv)J
i
v
a
,
w
t
f
.
^

1
^
1II'

I
Hi

筋
十r

盤

(
一

四
八
六〕

離

0

北
米
合
衆
旧
の
碰
货
制
ゆ

ポ

十一

號

%

れ
り
。
さ
れ
ば
.r

方
に
は
巴
祭
场
述
河
公
債
を
發
行
し 

て
圃
债
の
現
在
高
を
坡
加
す
る
と
典

に

、
他

方

に

，は
攻 

府
預
金
の
保
譜
た
る
べ
&
も
の
を
國
僵
以
外
大
藏
卿
所 

定
の
州
ホ
公
債
及
繊
道
會
紙
债
券
を
以
て
光
ま
す
る
を 

得
る
こ
，と
、
し
、
依
り
て
銀
行
芬
の
發
行
保
瞪
た
る
ベ 

&
國
債
額
，に
條
裕
を
生
せ
し
む
る
の
方
法
を
請
じ
た
り 

然
れ
ど
も
巴
祭
海
運
河
の
公
債
はI

九0

六
年
齋
行
の 

分
僅
に
三
千
照
：̂
に
過
ぎ
す
。
政
廣
W
金
ょ
6
解
放
さ 

れ
カ
る
國
债
额
ビ
て
も
圓
ょ
り
少
額
な
り
レ
か
ぱ
’
 

0 

行
券
發
行
高
は
今
後
經
濟
界
のl

i

要
に
*
じ
て
大
な
る 

增
加
を
望
む
能
は
ざ
，る
こ
《
膝
然
た
.る
に：

虫
れ
り
。
而 

か
も
銀
行
は
俩
ほ
®
仲
割
引
の
要
求
に
從
ひ
漸
次
に
銀 

行
券
發
行
高
を
膨
服
し
來
り
し
れ
ば
、
遂
に
*
極
黏
に 

遂
し
一
九0

七
年
の
大
恐
慌
を
渡
起
す
る
の
因
を
爲
せ 

し
は
世
人
の
知
れ
る
所
の
如
し
。
銀
行
券
發
行
屈
の
改 

正
は
愈
々
喫
緊
のg

週
と
な
b
、

一
方J

九
0
八
年
ォ 

I

ル
ド
リ
ツ
チ
％
ク

ジ

ラ
シ
ド
法
の
制
定V」

共
に
、0 

會
は
上
下
兩
院
謙
員
よ
レ
成
る
國
立
货
膝
制
度
委
員
會

を

組

織

し

て

通

货

制

度

の

根

本

的

改

革

を

企

劃

す

る

に 

至

れ

-
-
。

 

.

ォ
ーk

ド
ジ
ッ
チ
。、グ
タ
ラ
ン
ド
法
は
非
常
銀
行 

券
發
行
に
■
す
る
规
究
に
し
て
、
事
變
通
货
を
供
給
す 

る
を
以
て

n
n

的

V
J

し
、
法
律
の
有
效
期
K

も
一
九
一
因 

年
六
月

V
J

せ
り
。4

-

其
婴
點
を
得
ぐ
れ
ぱ
次
の
如
し
。

(

ニ

B

立

傲

行

は

(

ニ)

以

下

の

條

仲

に

於

て

何

時

に 

て

も

非

常

銀

行

芬

の

發

行

を

爲

す

こ

ざ

を

得

。

,(
1

一)

非

常

銀

行

芬

發

行

银

行

は

®

立

述

货

組

合
 

(National 

M
o
n
e
t
a
r
y

 

A
s

のociation)

に 

®
す
る
 

Z

と

を

要

し

、

同

組

合

は

一

地

方

に

於

け

る

資

本

金 

の

二

割

に

相

當

す

る

職

立

金

を

存

す

る

銀

行

十

行 

以

上

を

以

て

組

織

し

、

其

資

本

金

及

粮

立

金

は

合 

計

五

瓦

與

弗

以

上

た

る

を

要

す

べ

し

。

(
三

)

發

行

銀

行

は

旣

に

資

本

金

の

M

糊

に

相

當

す

る 

S

僮

を

保

®

ご

す

る

銀

行

芬

を

發

行

し

あ

る

こ

と 

を
要

.す

。

(

四

..

)

.ポ
常
銀
行
券
の
，發
行
を
爲
さ
ん
と
す
る
跟
行
は
，

商
業
手
形
及
其
他
の
保
體(

織
道
會
社
债
券
等)

の 

場
合
は
其
所
風
®
立
通
货
組
合
を
經
て
、
又
州
市 

等
の
公
債
な
ら
ぱ
虚
接
に
、
之
を
大
藏
卿
に
預
能 

す
る
を
要
す
。
而
し
て
保
®
に
®
す
る
叙
行
芬
發

,
行

率

は

"

州

市

僮

を

保

識

と

す

る

時

は

市

價

の

九 

制
、
商
業
手
派
其
他
の
場
合
は
现
金
價
額(

c
a
s
h

 

v
a
l
u
e
)

の
七
割
五
分
と
ず
。

〈

五

)

オ

常

銀

行

を

の

發

行

：̂

額

は

全

國

を

通

じ

て

五
 

億
卵
を
以
て
限
度
ビ
す
。

(

六)

各

銀

行

の

.非

常

銀

行

券

發

行

高

は

從

来

め

發

行 

高
ビ
合
せ
て
資
本
金
及
積
立
金
の
額
を
超
ゆ
べ
か 

ら
す
。
息
商
業
手
形
其
他
を
保
®
と
す
る
發
行
額 

,は
資
本
金
ゆ
三
糊
を
以
て
限
度
と
す
。

(

七)

非
常
嚴
行
券
發
行
视
ほ
公
債
を
保
瞪
ビ
す
る
場 

合
は
從
來
の
銀
行
券
發
行
と
同
樣
年
一
分
な
る
が 

商
業
手
形
其
他
を
保
晴
す
る
も
の
に
S
し
て
は
、
 

發
行
の
第
一
月
に
は
發
行
額
の
五
分
を
課
し
爾
後 

海

j

月
一
分
を
紫
加
しI

糊
に
至
る
も
の
を
ず
。

(

八)

非
常
銀
行
芬
發
行
嚴
行
は
館
却
基
金
ビ
レ
て
其 

發

行

高

の

一

割

に

相

當

，す

る

金

货

、

金

瞪

族

を

國 

庫
に
预
託
す
る
を
要
す
。

(

九)

國
立
通
貨
組<

n
に

！
！

す
る
銀
行
及
銀
行
の
資
産

:
は
其
發
行
の
非
常
銀
行
芬
の
館
却
に
就
&
典
同
の

貴
任
を
有
す
る
も
の
マJ

す
。

一
九0

八

年

改

"正

の

非

常

銀

行

芬

發

行

法

に

依

る

銀 

行
芬
の
發
行
は
遂
に
實
现
さ
れ
ず
し
て
終
ら
ん
と
せ
し 

に
、
聯
邦
準
傭
法
制
定
せ
ら
れ
て
未
だ
實
施
を
觅
ざ.CS 

し

j

九
一
匹
年
七
月
末
歐
掛
大
飢
の
勃
發
す
る
あ
ら
て 

國
立
银
行
は
止
む
な
く
非
常
銀
行
券
.の
發
行
に
依
a
す 

る
に
.至
り
し
か
‘ば
、
議
會
は
同
法
め
有
效
期
間
を
延
提 

す
る
と
共
に
，更
に
事
變
通
貨
の
供
給
を
容
易
な
ら
し
む 

る
の
目
的
を
以
て
、
同
年
八
月rani

の
法
律
に
於
て
次 

.の
如
き
ニ
傭
條
の
改
}
^を̂
施
し
カ
り
。

(

一)

發

行

桃

の

輕

減

！

九
0
八
年
の
法
律
に
て
は 

國

債

以

外

の

鎭

券

を

：保

瞪

W

す
る
場
合
は
發
行
の 

第
一
筒
月
に
於
て
は
.五
分
の
發
行
桃
を
廣
擔
し
、

ホ
十一

を

.(
-
1

八
七)

離
錄
北
米
合
衆
国
の
述
货
制
庶

筋
十！

爐

%
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(
1
HI

八
八)

報

錄

北

米

合

栽

I

値
鼓
，制
族

饼
十；

號

爾
後
银r

月j

分
を
累
加
し
一
割
に
止
む
る
親
究 

、
.
な
b
し

を

、
；
五

分

を

三

分

に

、
毎

月

の

紫

加

$
 j 

分
を
五
.厘

に

低

減

し

か

て

非

常

銀

行

券

發

行

に

ゆ 

る
A

擔

を

輕
ぐ
せ
り
。

(

ニ)

非
常
銀
行
券
發
行
制
K
額
の
引
上
' 

一
九
O

A

ギ
の
法
律
に
て
は
國
立
，
行
が
非
常
銀
行
族
の
發

，
行

を

な

す

に

は

.
必

す

典

時

迄

に

資

本

金

の

四

割

に

相
當
す
る
國
债
を
保
識

V
J

す
る
銀
行
券
を
發
行
す

る
を
必
要
と
し
、
0

;
#
常
銀
行
券
の
發
行
額
は
全

®
に

於

て

五
t
t弗

、
各

级

行

に

就

て

は

其

资

本

金

及

載

立

金

の

间

额

迄

V

し
な
れ
る
を
最
初
の
.一
一
筒
の

规
，し
ル
は
、
大： ĵ

购
の
裁
f

i

を
以
て
之
を
停
止
す
る

を
得
べ
く
、
又
各
銀
行
の
發
行
高
は
資
本
金
、
精

立
金
の
ニ一r

五
％
迄
力
る
を
得
る
こ
マJ

と
な
し
た 

>
9
0
 

.

國
立
報
行
は
此
改
正
法
に
依
り
て
直
に
非
常
銀
行
券 

を
發
行
し
戰
亂
勃
發
當
時
の
恐
憶
に
處
し
た
，9

。
非
®

 

ま
んV

券
の
發
す
高
は
一
九
 

一

♦

十
月
一
一
十
五
B

こ
ょ

gf

ニ
一
億
六
千
八
百
簾
弗
の
多
：額

に

達

セ

し

が

、
其

後

j

般 

能
歡
界
も
錄
银
し
且
银
佩
銀
行
法
も
實
施
せ
ら
る〜

に 

至
り
し
か
ば
、
：發
行
高
は
漸
次
減
退
し
て
豐
一
九I

五 

年
六
月
に
は
全
部
の
囘
收
を
見
た
る
が
.加
し
。 

i

、
聯
邦
準
備
紙
幣

聯
邦
準
備
紙
將
は
合
衆
國
政
府
.，の
債
務
.，

」

せ
ら
れ
、
 

政
府
は
其
兌
換
上
に
於
け
る
最
後
の
保
瞪
を
な
す
。
放 

に
此
a
ょ
り
®

て
聯
邦
準
備
紙
®
は
政
府
紙
將
の 

一
W
 

な
◊
マ
し
云
ふ
こ
.

y」

を
得
べ
し
。
本I

I

に
於
て
も
襲
に
政 

府
紙
俄
の
一
稱
マJ

し
て
分
®
せ
し
も
、
其
性
質
全
然
仓 

衆
國
激
幣
等
'ビ
.異
な
り
、
此
等
ビJ

列
に
置
い
て
論
ず 

る
能
は
ざ
る
K
多
き
と
、
且
準
備紙

！
？

の
合
衆
國
通
货 

他
度
のii-

核
を
な
す
べ
さ
も
の
な
る
と
の
理
由
に
因
り 

船

に

に

一

前

を

設

け

て

說

く

こ

、
せ

る

な

ク

。

北
来
合
衆
國
は
一
九0

七
年
の
大
恐
憾
に
®

り
、
愈 

々
銀
行
通
貨
制
度
の
改
革
に
：着
手
し
*
上
下
兩
お
議
員 

ょ
-
-

成
る
H
立
货
悠
制
度
調
査
委
員
會
を
組
織
し
て
、 

世
界
备
主
架
國
の
銀
行
通
货
制
度
を
調
査
し
、
M
年
こ

H

i

涉
b
て
研
梵
の
結
果
'じ
成
ら
し
も
の
は
即
ち
一
九
ニ
ニ 

ハ
ル
十
二
月
制
定
を
見
た
る
聯
邦
準
備
銀
行
法
な

b
.
o聯 

邦
準
備
銀
行
法
は
！

11

十
條
ょ
り
成
b

各
稀
の
複
雑
な
る 

親
を
設
け
あ
る
？

^
、
婴
す
る
：̂
其
眼
.目yj

す
る
所
は 

第
一
は
鄰
多
な
る
叙
行
飢
織
を
統
一
す
る
と
典
に
、
分 

散
せ
る
银
行
準
備
金
を
集
中
し
て
中
*
準
備
所
を
ッ
ル
成 

k
'
铅
ニ
に
商
業
界
の
需
給
に
他
ふ
如
さ
伸
縮
に
富
め 

る
近
代
的
通
货
制
度
を
得
る
に
在
り
て
、
聯
邦
準
備
紙 

粮
は
此
第
二
の
目
的
を
達
す
る
爲
め
に
生
れ
出
で
た
る 

も

の

な

-
^
。
從

つ

て

其

發

行

法

の

规

定

も

想

見

す

る

に 

難
か
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
其
眞
®
ご
す
る
所
は
商
業
界 

の
*

要

に

應

じ

て

通

货の
®
働
的
帅
縮
を
完
全
な
ら
し 

めんビ
ずる；

今其發
行法を
窺はん
に、各
 

準
備
銀
行
は
傘
備
法
规
定
の
商
業
手
形
を
保
瞪V

，

し
て 

同
額
迄
の
準
備
紙
將
を
發
行
す
る
を
得
べ
く
且
兌
換
の 

傘
俯
と
し
て
別
に
流
通
高
の
四
割
を
下
ら
ざ
る
金
又
は 

金

瞪

券

を

保

有

す

る

を

要

す

と

せ

：̂
.
。

即

ち

準

備

紙

幣 

の
ゆ
行
は
必
す
同
額
以
上
の
商
業
手
形
の
保
綴
を
必
要

.ビ
す
る
譯
に
し
て
、
而し

',」

其

：
保

證

力

：
る

ぺ

き

^

手
 

形
に
は
法
律
を
以
，て
厳
密
な
る
制
&

を
：置
き
、
莫-2

商 

業
取
引
ょ
6
起
れ
る
も
の
に
服
れ
る
以
上
、
準
備
紙
®
 

の
厳
行
は
赏
隙
に
商
業
取
引
の
必
要
に
應
じ
て
起
る
ベ 

き
は
勿
論
に
し
て
、
同
時
に
手
形
期
限
の
到
来
，；

J
共
に 

典
發
行
高
を
減
す
る
に
虫
る
べ
く
、
以
て
正
直
に
商
業 

取
引
の
伸
縮
に
顺
應
ず
る
を
得
る
こ
、/し
、
な

る

な

り

。 

然
る
に
傭
6
に
仲
輸
性
に
富
め
る
通
货
を
供
給
せ
ん
.
，

J 

す
る
に
急
な
6
し
爲
め
、
準
備
紙
艘
の
發
行
は
必
や
同 

ぎ
以
上
の
商
業
手
败
を
保
證
と
す
る
を
要
す
ビ
し
、}3̂

 

に
其
流
通
高
の
四
割
を
下
ら
ざ
る
金
又
は
金
識
券
の
準 

を
保
有
せ
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
こ
ビ
、
し
た
る
は
從
來 

の
發
行
法
に
.
例

を

見

ざ

る

所

に

し

て

、
‘

；

止

货

準

備

と

保
 

譜
準
備
の
地
'位
を
颇
倒
し
た
る
*
ひ
を
免
れ
ず
。
米
國 

の
學
激
か
之
を
：以
て
準
備
紙
艘
の
確
實
性
を
傅
す
に
與 

て
大
な
る
功
あ
レ
ご
な
せ
る
は
奇
ざ
す
ベ
し
。
而
か
も 

他
方
に
は
準
備
銀
行
は
其
發
行
の
傘
*
紙
粮
、
金
瞪
券 

又
は
合
法
货
を
聯
邦
f

局
代
®

#
 (

政
府
の
任
め

奶
十
-

 ̂

(
一

四
A
九)

'

0

北
米
合
衆
國
の
她
货
制
度

站
十一

號

九
五

-'i

1-
H\
II：.

if

'h
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十
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一
四
九

0)

離

錄

北

朱

拿

國

の

通

货

S

第
十
一
就

'せ
る
傘i

|
觀
行
0
重
役
に
し
.
重
役
會
々
長VJ.

な
ら
赚 

邦
準
備
局
の
指
圓
に
從
.ひ
營
業
方
針
を
定
む)

：
に
頸
託 

し
て
發
行
紙
僻
に
®
し
て
政
.府

に

脅

ふ

債

務

を

低

减

す 

る
£
を

得

规

定

し

、
保
能

た
る
商
業
.手
形
を
引
出
し 

同

時
に
，之

に

對

し

て

準

俯

紙

够

を

囘

收

す

る

こ
ビ
能
は 

ざ
る
場
合
は
、
同
額
の
金
瞪
#
文
ぱ
合
法
货
艘
を
以
て 

之
に
代
ゆ
る
こ
ビ
を
得

る

こ

ご

、
し
、事
實
<ビ
め
て
商 

業
手
ポ
以
外
正
货
を
準
傭
ご
す
る
紙
幣
の
發
行
を
認
む 

る
の
結
果
を
来
し
、
又
實
際
か
ぐ
の
如
ぐ

}貨
を
引
當 

VJ

す

る

雄

饥
弊
は
商
業
手
张
を
引
當
と
す
る
も

の

ょ
 

-
も̂
甚
だ
多
額
を
算
せ
タ
、
然
る
に
準
俯
法
は
此
紙
將 

の
準
備
た
る
金
及
金
瞪
券
を
以
て
準
備
银
行
の
僵
膝
に 

厕
す
る
準
備
紙
®
流

通

高(

即
ち
商
業
手
派
を
保
證VJ 

せ
る
も
の)

に
對
す
る
換
準
備
額
中
に
算
入
す
る
を 

許
さ
レ
れ
ぱ
> 
準
備
銀
行
は
更
に
K
制
の
金
準
備
を
保 

持
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
マJ

 

\な
る

；：-

か

ぐ

の

如
 

き
發
行
法
が
複
雜
に
し
て
徒
に
發
行
銀
行
に
對
し
て
無 

盤
な
る
多
額
の
正
货
¥
備
保
持
の
義
務
を
翁
は
し
む
る

九
六

に
业
ま
る
も
め
な
る
こ
と
は
少
し
ぐ
货
粮
理
論
に
通
す 

る
者
の
#
肯
し
得
ら
る 
> 
所
に
し
.て
、
旣
に
準
傭
法
W
 

定
の
當
時
ょ
ク
非
難
め
存
せ
し
所
な
り
。
其
實
M
後
に 

於
て
も
聯
邦
準
備
局
の
當
事
卷
は
連
り
に
之
が
改
}
^
を 

譲
會
に
迫
-
:し̂
4
容
2
§
に
其
百
的
を
達
す
る
に
至
ら
ざ 

ら
し
が
、
去
る
六
月
戰
時
金
融
計
晝
の
一
部
と
し
て
之 

が
改
を
實
現
す
る
を
得
、
準
傭
紙
將
は
商
業
手
张
及 

金
、
金
®
券

を

保

瞪

と

し

て

發

行

す

る

を

得

る

こ

と

,
， 

.
多t

宜
其
保
瞪
た
る
金
又
は
金
瞪
券
は
紙
悠
.流
通
高 

に
對
し
て
保
有
す
ベ
きH

制
の
金
準
備
中
に
算
入
す
る 

を
得
マ」

お
ら
れ
た
A
。
之
に
.依

~
=
^
て
聯
邦
準
扁
ぐ
格
ょ 

今m

各
文
明
圃
に
見
る
が
如
き
紙
都
發
行
法
の
I

R 

復
せ
.
A。

次
に
，準
備
紙
够
の
發
行
额
に
就
て
ば
別
に
數
字
上
の 

制
限
な
ぐ
、
商
業
手
形
を
保
瞪
ご
す
る
所
謂
保
瞪
準
傭 

修
行
額
に
，就
て
定
額
め
制
限
な
し
。
紙
悠
の
發
ラ
總 

額
を
佛
蘭

®
又
ね
®
班
牙
の
場
♦
の
如
ぐ
法
律
を
以
て 

规
定
す
る
も
の
あ
る
も
、
多
く
は
佩
瞪
準
備
發
行
額
に

1

定
の
服
度

Vン
設

け

'、

货

を

準

傭
と
す
る
限
.

0

靓
可
. 

に
て
も
紙
假
を
發
行
す
み
こ
と
を
得

.るこ
と
、
せ
A
O 

然
る
に
合
衆
國
聯
邦
単
俯
紙
赂
の
發
行
に
於
て
は
、
其 

總
額
に
も
又
保
瞪
準
備
發
行
額
に
も
共
に
眼
度
を
設
け 

ず
、
唯
浦
通
高
に
，對
ず
る
最
低
四
割
の
金
準
傭
の
保
持 

を

命

じ

、
，
以

て

間

接

に

發

行

總

額
‘を

制

限

し

’、

旦
保
請 

準
備
發
行
额
の
服
度
を
も
定
む
る
こ
ビ
せ

A
0 

闕
後
ウ
て
制
限
外
發
行
に
就
て
も
獨
逸
又
は
我
國
等
の 

如
く
發
行
額
を
以
て
衷
示
す
る
こ
マ

J

を
得
す
、
金
準 

の
發
行
總
額
に
對
す
る
制
合
を
標
準
と
し
て
之
を
定
め 

た
ヶ
。
制
限
外
發
&
は
英
蘭
嚴
行
に
於
て
は
全
然
之
を 

認
め
す
、
之
が
爲
め
に
從
来
往
々
事
變
に
遭
遇
し
て
銀 

行
修
例
の
停
止
を
耽
て
す
る
の
止
む
を
得
ざ
る
に
至
b 

し
は
何
人
も
認
む
る
所
な
も
。
獨
逸
に
於
て
は
英
國
の 

發
行
法
に
準
據
し
た
る
も
更
に
制
限
外
發
行
の
便
法
を 

認

め

以

て

事

變

通

货

，の

供

給

を

全

く

せ

.

CVO:

我
®
の
發 

行
.法
亦
獨
逸
に
做
ひ
‘て
制
限
外
發
行
を
認
め
力
b

o
制 

限
外
發
行
法
め
如
き
は
其
國
圓
有
の
支
挑
制
皮
及
通
货

0
0
の

變

動

狀

況

等

ざ

大

な

る

關

係

を

有

す

べ

.n；

も
の
，
 

に
し
て
ニ
槪
に
論
ず
べ
か
ら
す
。
合
银
國
の
如
ぐ
ト
切 

手

制

度

の

發

達

せ

る

國

に

：於

て

ぱ

通

货

需

要

の

變

動

急 

激
な
ら
ざ
る
が
如
き
も

、
秋
季
農
産
物
の
出
廻
に
際
レ 

て

は

加

奈

太

と

同

機

T.

時

に

多

額

の

通

货

を

、必

要

と

す
 

る

に

至

る

は

從

來

の

經

驗

ょ

り

明

か

な

る

所

に

し

て

、 

制

跟

外

發

行

の

必

要

は

他

國

に

比

し

、遙

に

大
な
ク0
準
，
 

傭
銀
行
法
の
规
宠
に
依
れ
ば
"
準
俯
銀
行
は
聯
邦
単g

 

局
の
認
可
を
得
て
、
準
傭
紙
幣
の
流
通
高
に
對
ず
る
金 

準
備
を
其i

t

割
以
下
に
低
減
す
，る> j

と
を
得
。
其
斯
ぜ 

は
最
初
は
三
十
日
と
し
以
後
は
‘十
五
日
•每
に15;

新
す
。

而

し

て

準

傭

銀

行

ほ

制

服

外

發

行

桃

と

し

て

左

の

'標

準 

に
依
-

=N

て
聯
邦
準
備
局
の
定
む
る
金
額
を
納
付
す
る，J 

と
を
要
す
。
 

.

一
、
金
举
傭
が
流
亂
高
のfrf

割

二

分

五

厘

を

下

ら

ざ 

る
間
は
：其r
a割

を

下

る

額

に

：對

し

年

一

分

に

描

當 

ず

る

額

を
®
し
。

:

1
1

、
.更

に

金

：準

備

が

w
i
t
l

分
五
；厘
を
下
る
場
合
に

?

5
 (

£
九
一)

雜

錄

北
来
合
衆
國
の
通
貨
制
挽

九
b

if；
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館
十一

お

H

九
ニ)

雜

錄
北
来
合
取
圓
の
碰
貧
制
族

交

1

"

:
;於

て

は

其r1

分

五

厘

每

れ

對

し

年

1.

分
五
厘
に
相 

-
讓

ボ

る

額

，を

累

增

す0 

'

制
限
外
發
行
を
爲
し
ね
る
準
備
m
行
は
一
方
に
制
限 

外
發
行
桃
を
資
擔
す
る
と
共
に
、
他
方
其
次
け
貨
付
及 

割
引
の
利
率
を
规
定
以
上
にH

?

上
.ぐ
、
即
ち
金
利
を
引 

縮

，め
て
一
般
市
場
に
，警

戒

を

與

へ

成

可

く

®
出
のli：

收 

を
圓
ら
し
む
る
の
方
翻
に
出
で
んV

J

す
る
な
b

o
故
に 

合
衆
國
の
準
備
紙
脾
發
行
法
は1

言
に
し
て
掩
へ
ぱ
屈 

仰
制
限
法
：̂
嵐
す
べ
き
も
の
ミ
云
ふ
を
得
ん
か
。

合
衆
國
の
取
備
银
行
が
普
通
の
中
央
銀
行
の
組
織
を 

執
ら
ざ
，る
如
く
、
.其

紙

悠

發

行

方

法

は

他

の

，文
明
國
の 

中
*
銀
行
に
.於
け
る
紙
粮
發
行
ビ
大
に
趣
を
異
に
す
る 

所
あ
れ
ば
、
‘
一
言
之
に
就
て
述
べ
，置

く

べ

し

。
準
俯
銀 

行
法
に
於
け
る
發
行
の
手
續
を
规
定
通
り
に
述
ぶ
れ
ば 

準
備
銀
行
は
必
要
に
應
じ
て
聯
邦
準
俯
简
代
理
潘
に
紙 

常

の

後

行

を

請

求

し

"
同

時

に

規

定

の

商

業

手

派

又

は 

金
、
金
瞪
券
を
發
行
保
瞪V

J

し
て
提
供
す
。
準
備
局
代 

理
者
は
里
に
雜
備
局
に
申
請
し
準
備
局
の
裁
量
を
以
て

紙
,
は

难

傭

局

代

理

者

を

經.て
#
備
銀
行
に
交
付
さ
れ 

準
備
銀
行
；に
依
.つ
て
發
行
さ
る
。

傘

傭

紙

粮

の

發

行

が

.か

ぐ

の

如

く

複

雞

な

る

形

式

を 

執
る
は
"<

n

衆
國
が
®
々
の
事
情
に
*
么
単
一
な
る
中 

夹
銀
行
制
度
を
設
く
る
能
は
す
し
て
、
綜
合
的
の
分
立 

ホ
义
銀
行
の
锁
度
を
執
ヶ
聯
到
準
備
局
を
以
て
ヤ
义
の 

體

督

局

？
な

し

て

中

央

銀

行

の

實

を

得

ん

と

せ

る

.が
爲 

め
に
し
て
、
準
俯
局
の
戴
量
に
依
る
紙
艘
の
变
付
は
中 

*
銀
行
の
本
店
が
支¥

5

に
對
し
て
紙
督
を
廻
送
す
る
と 

同
一
た
る
か
り
。
旦
國
®

が

金

を

以

て

準

備

紙

將

兌

換 

の
義
務
を
資
ふ
所
以
の
も
の
も
孤
紙
郁
發
行
銀
行
が
多 

數
存
ぼ
す
る
に
由
る
も
の
に
し
て
、
國
立
娘
行
券
の
館 

却
が
國
庫
に
於
て
行
は
る〜

マ

」

同
一
理
由
に
基
づ
く
も 

の
な
り
。
さ
れ
ぱ
準
俯
紙
敕
を
以
て
單
に
合
衆
®
政
府 

の
债
務>

j

な
さ
れ
カ
る
め
み
を
以
て
、
直
に
政
麻
紙
粮 

ご
な
す
：が
如
き
.は
稍

1々
8

當
を
缺
く
ベ
.し
。
殊
に
通
常 

政
庶
紙
®
 V」
い
へ
ぱ
其
發
行
は
政
府
財
政
上
の
支
出
に 

基
づ
く
も
の
な
る
も
、
.準
備
紙
赂
發
行
の
動
0
ほ準

！！

I

银
行
に
存
し
、
商
業
手
ポ
の
糊
，

H?

即
ち
商
業
界
の
需
要 

を
甚
碰
£
.す
る
も
の
な
れ
ぱ
、
W
倘
紙
幣
は
名
は
政
府 

紙
粮
な
る
も
實
質
は
兌
換
銀
行
券
と
目
す
る
を
至
當V」 

せ
ん
か
。
本
盤
は
唯4

：:

類
上
合
衆
國
學
激
の
例
に
傲
ひ 

て
政
府
紙
够
の
一
稲
に
加
へ
た
る
に
.過
ぎ
す
。

,
準
備
紙
俄
は
法
賃
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
個
人
間
の 

H
F

上
無
制
限
に
通
用
す
る
能
は
ざ
る
も
、
內
國
税
、

M
 

秘
其
他
务
糊
の
公
納
に
は
法
货
た
る
資
格
を
認
め
ら
れ 

又
準
偏
銀
行
、
鬪
立
叙
行
及
傘
備
組
合
銀
行
に
於
て
は 

無
制
限
に
授
受
せ
ら
れ
、
又
兌
換
に
就
て
は
發
行
準
備 

銀
行
ほ
圓
ょ
り
其
他
の
何
れ
の
傘
備
銀
行
に
於
て
も
金 

又
は
其
他
の
合
法
貨
赞
引
換
ゆ
る
の
義
務
を
有
し
、 

，且
華
盛
顿
な
る
，

S
g
：

に
呈
示
す
れ
ば
常
に
金
を
以
て
兌 

換
せ
ら
る
、
'こ

ノレ 
> 
な
ぐ
居
れ
.

OSO,

而
し
て
發
行
銀I

マ 

以
外
の
.
#

5
g

银
行
が
兌
換
又
は
其
他
に
由
6

,

準
備
紙
幣 

を

受

.入

れ

た

る

時

は

直

に

發

行

銀

行

に

送

咐

し

て

館

却 

せ

ら

る
0
.又
國
庫
に
於
て
兌
換
又
は
租
输
收
入
等
の
爲. 

め
準
備
紙
都
を
受
入
れ
た
る
時
は
、
兌
換
請
求
の
場
合

©十1

卷

は
直
に
國
庫
に
準
備
せ
る
館
却
基
金
を
以
て
引
換
へ
紙 

常
は
之
を
發
行
銀
行
に
送
附
し
て
館
却
す
ベ
ぐ
、
又
せ 

換
以

外

の

.
場

合
に
於
て
は
®

は
錯
却
基
金
を
以
て
引 

換
ゅ
る
か
或
は
直
に
之
を
發
行
跟
行
に
送
附
し
て
該
銀 

\

行
は
對
す
る
政
府
の
预
金V

i

な
す
。
各
準
俯
報
行
が
兌 

\

換
の
目
的
の
爲
めS

庫
に
預

託

.す

ベ

き

館

却

基

金 
\ 

(Redemption Fund)

は
、
商
業
手
形
を
保
牆V」

す
る 

\

紙
將
施
通
高
の
五
分
を
下
ら
ざ
る
殺
度
に
於
て
、
.K
部 

I

準
備
局
の
定
む
る
所
に
し
て
金

又

は

金

證

券

以
て
積 

\

立
つ
る
も
の
と
ず
。
而
し
て
兌
換
の
爲
め
规
定
の
率
を 

\

下
る
時
は
準
備
銀
行
は
直
に
之
が
補
充
を
爲
す
を
要
ず 

ノ
此
錯
却
基
金
は
勿
論
紙
粮
發
行
に
對
す
る
四
割
の
金
準 

\

俯
の1

部
を
®

べ
き
も
の
な
々
。

準
備
紙
假
の
法
賞
な
る
の
資
你
を
有
せ
ざ
る
は
前
言 

.せ
る
.所
の
如
ぐ
な
る
が
、
里
に
合
法
货
艘
た
る
の
性
質 

を
も
認
め
ら
れ
す
。
從
：一
つ
で
國
ま
銀
行
及
準
備
組
合
银 

行
た
を
州
立
銀
行
の
法
定
の
準
俯
金
た
る
得
ざ
る
な 

,
9
0祖
し
細
育
及
办
ジ
フ
オ
ル5|

ヤ一
I

州

を

を

け

ぱ

其

第
ナ一

號
..



奶
十】

黎

-
2四
九
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.北
来<=

浪
阔
の
通
.货
制
度

ボ
十一

娜

他
の

1
T
+

六

州

の

银

行

法

於
て
は
ヴ
m
^
0
0
0
M 

て

银

行

準

備

金

中

に

算

入

す

を

ミ

を

得

と

せ

，◊

。
'.準
 

備
紙
粮
に
合
法
贷
將
た
る
の
資
格
を
認
め
準
備
組
合
銀 

. 

行

，
の

法

定

準

備

金

た

る

を

得

る

.

こ
マ
し
，
と

す

べ

し

ご

の

論
 

は
準
備
法
の
草
案
中
に
於
て
隅
へ
ら
れ

.議
會
に
於
て
も 

亦
此
說
を
主
張
す
る
者
ぁ
タ
し
も
、
多
敷
は
通
賞
主
義 

、

を
持
し
正
‘货
の
み
眞
の
通
货
た
る
を
得
べ
し
と
な
レ
、

‘
 

紙
路
を
銀
行
举
侃
金
と
し
て
認
む
る
に
至
ら
ざ
り

­

き
。元

来
合
衆
國
；
於
て
は
從
来
の
歷
史
及
跟
行
制
度
上 

の
®
係

ょ
6
し
て
>

银

行

，
券

を

以

て

單

な

る

支

拂

恶

具
 

と

し

て

银
行
め
取
行
*

を

起

え

て

支

柳

は

れ

旦

市

場

に 

‘ 

.流
通
す
べ
さ
牲
質
.の
も
の
に
し
て
？
銀
行
準
備
金
と
な

て
娘
行
の
庫
中
に
保
藏
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
す 

と
な
し
、
國
立
銀
行
卷
に
對
し
て
も
合
法
货
膝
々
る
の 

'
:性
®
を

附

與

せ

す

其

の

，法

定

傘

傭

金

た

る

を

許

さ 

き
。
さ
れ
ぱ
同
樣
の
理
由
ょ
タ
し
て
準
備
紙
將
に
も
此 

資
格
を
誌
む
る
.こ
と
を
肯
ん
ざ
b
:
.し
な
b 

0.今

窗

ま

8

1

'

る
通
貨
を
供
給
す
る
を
得
る
な
り
。

と
云
ふ
に
，在
る
が.如
し
。
然
れ
ど
も
此
の
論
に
は
大
な 

る

矛

盾

あ

る

と

共

に

、
合

衆

國

通

货

制

度

改

正

上

，甚
だ 

不
徹
底
の
點
を
生

：す
る
こ
ビ 

> な
る
べ
し
。
即
ち 

.1

、
準
備
銀
行
法
.は

準

俯

紙

⑩

を
以
て
：準

備

組

合

銀

行 

の

法

楚

準

備

金

中

に

算

入

す

，
る

を

許
さ
す
ビ
雖
も
、 

前
言
せ
.る
如
ぐ
♦
州
法
に
於
て
は
舰
育
及
カ
ツ
フ
オ 

ル
ユ
ャ
ニ
州
を
除
さ
他
は
何
れ
も
州
立
報
行
及
信
託 

f
：

社
並
®
人
銀
行
等
に
對
し
て
備
紙
將
を
以
て
準 

備
金
、/

」

な
す
を
認
め
ぁ
り
て
、
今n:

合
银
國
银
行
及 

信
能
會
社
は
總
數
.三
萬
有
條
を
算
す
る
中
立
國
银
行 

は
七
千
五
！

S

に
過
ぎ
ず
し
て
其
倚
のj

一
萬
五
千
は
州 

立
级
む
及
信
託
會
社
に
風
す
れ
ば
、
旣
に
州
法
に
於 

て&

備
紙
悠
を
以
て
銀
行
#
備
金
ビ
な
す
を
認
む
る 

単
俯
跟
行
法
に
於
て
之
を
聽
め
ざ
る
も
合
衆 

國
飯
行
通
货
制
度
の
.

全
體
ょ
A

云
へ
ぱ
信
用
膨
服
の 

弊
を
隙
丄
す
る
に
於
て
苑
ん
ど
何
等
の
得
る
所
な
さ 

に
似
た
-\。

殊
に
準
備
級
行
法
に
於
て
傘
備
報
行
へ

ザ
十一

盤

，(！

四
九
冗)

雜

錄

北

来

合

衆

國

.
の
礎
貧
制
度

VJ

す

る

所

,
^
窺

ふ

に
 

•

-

.

一
、
单

備

敏

常

を

以

て

単1

金
銀
行
の
.準
備
金
ざ
な 

す
を
：得
る
：
.，J

と 

> ず
.れ
ぱ
、
組
合
銀
行
は
自
由
：に
準 

侃
金
を
®
張
し
貸
出
資
力
を
增
加
す
る
こy

r

を
巧
べ 

ぐ
、
.勢
ひ
信
用
膨
胰
.の
傾
向
を
誘
政
し
内
に
對
し
て 

は
資
本
の
濫
.費

、
.
投

機

を

獎

勵

ず

る

の

結

架

を

來

し 

外

對

し

て

は

外

國

ょ◊
，の

資

金

の

需

要

急

激

，

^

」

.な

，

5

金
の

流

出

互

：額

と

な
b

て
、
遂

に

全

國

經

濟

界

の
 

破

減

を

招

く

に

至

る

；べ

し

。

.

ニ
"

準

備

紙

艘

を

以

て

銀

行

の

準

俯

金

た

ら

レ

む

る

こ 

マ
し
、
す
る
に
於
て
は
、
傘
備
紙
將
は
銀
行
の
雄
中
に 

,
保
藏
せ
ら
れ
て
囘
收
を
見
る
こ
ビ
な
か
る
ベ 

<
> 次 

に
資
金
に
對
ず
る
®
要
止
む
に
於
て
も
流
通
紙
郁
の 

額
を
減
縮
す
る
能
は
ざ
る
，Hj

、
な
る
べ
し
、
然
る 

に
準
備
紙
俄
に
銀
行
準
'傭

金

た

る

の

資

格

.
^
認

め

ざ
 

れ
ぱ
、
銀
行
は
資
金
の
不
用
マJ

な
る
に
從
つ
て
之
れ 

を
手
放
し
、
紙
幣
は
自
然
に
準
備
银
行
に
.復
歸
し
、
：

か
く
て
：

S

め
.て
.商
業
界
の
癖
給
比
：應
.じ
て
仲
®
し
得

.

.

- 

\
.
.
,
.

: 

. 

:
.
.
.
.
. 

■ 

-
:: 

.

.

. 

:
.
/ 

: 

. 

j

の
預
サ
金
を
準
備
金
と
見

る

を

得

る

を

以

て

r

p

偏

.

1 

紙
將
を
銀
行
の
庫
中
に
保

有

：す

る

と
準
備
饭
行
ぺ

送
 

附
し
て
顏
ヶ
金
と
な
す
に
依
り
て
、
其
性
質
に
S
 

机

を

設

ぐ

る

こ

と

/

^

な

る

は

大

な

る

矛

®

ビI
?

ま
ざ

る

、へ
か
ら

"

*

1、

.通
货
の
伸
縮
性
は
其
國
通
货
の
全
體
ょ
り
觀
る
べ 

き
も
の
に
し
て
、
獨
り
準
備
紙
粮
が
伸
縮
し
力
レ
と 

す
る
も
他
の
糊
類
の
通
货
に
し
て
其
仙
縮
之
と
相
反 

ず
る
に
於
て
は
、
合
娘
國
通
货
の
流
通
總
額
は
伸
縮 

を
見
ざ
る
場
合
あ
る
を
免
れ
す
。

紙
他
恭
し
準 

備
金
た
る
の
資
桃
を
認
め
ら
れ
あ
ら
て
、
銀
行
が
之 

を
準
®
金
と
し
て
其
庫
中
に
保
持
す
る
も
、
銀
行
は 

傘
双
銀
行
^
^
他

に

對

す

る

資

金

の

、返

濟

又

は

預

入

等
 

に
於
て
、.
他
の
通
货
例
へ
ぱ
合
法
货
微
を
以
て
之
に 

充
つ
る
こVJ 

な
る
ベ
ぐ
、
從
つ
て
結
荷
報
行 

金
☆
る
べ
き
通
貨
は
，"

難

備

紙

將

を

準

備

金

と

し

た 

り
と
て
糖
加
す
る
.こ
と
な
く
、
通
®
叠

體

り

云

へ 

ぱ

準

備

紙

傭

の

囘

收

せ

ら

る

、
も

他

の

合

法

®

常
の

十
一
锁

1
0
!

\

>'̂1；

i f；'

P
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S
J 

I

站
十一

想

(

s

九
六)

離
-

0

北
米<n

衆
國
の
通
货
^
挽

;̂十
ニ =#:

0

-

f
f
K
.

1

跟

行

に

集

稍

せ

ら

る

、
と

、
其
、
收

縮
す
る
®

に 

於
'て
は
，放

て

異

な
る
所
な
.し
。
寧
：ろ
後

節

述
.ぶ
る
が 

如

ぐ

通

货

制

壞

の

本

體

ぶ◊

«
て
、
準

備

紙

俄

‘の
流 

通
市
場
に
残
存
し
？
金
、
金
晴
券
等
の
$

銀
行
に
' 

集
中
せ
.ら
を 
>
を
可
と
す
べ
き
な
.

£1>
。

六
、
結

論

.

.合
衆
國
通
货
制
度
の
槪
要
は
以
上
逃
ぶ
る
所
の
如
ぐ 

な
る
が
.？
其

新

通

货

制

！
^

施

上

に

於

け

る

今

後

の

施 

設

の

第j

は
此
多
糧
多
樣
に
し
て
複
雞
な
る
.通
貨
の
統 

一
ム
し
聯
部
準
傭
紙
他
の
普
及
を
圆
を
に
あ
ら
ざ
る
ベ
か 

ら
t

即

ち

第一

國
立
雜
行
券
を
'館
却
し
、
更
に
金
證 

券
.
準̂

備

銀

行

の

手

に

集

中

す

る

に

，在

れ

。

國

立

銀

行

券

の

館

却

に

就

：

て

.
，は

旣

.
に

娘

行

券

の

項

に
 

於
て
鄉
.ベ
力
る
如
ぐ
、
傘
備
銀
行
法
に
於
、て
は
‘國
立
银 

行
の
銀
行
券
'發
行
及
®
却
に
就
き
何
等
の
制
限
を
加
へ 

ず

、

..唯

準

備

銀

行

を

し

て

ニ
 

.年

ニ

千

五

百

廣

卵

を

眼

ら 

國
立
银
行
券
の
發
行
保
瞭
た
る11

分
.利
付
W
債
を
.買
入
：
 

れ
し
む
る
こy

r
>

し
、
以
て
逾
货
擔
保
權
を
有
せ
る
國

0
の
館
却
を
圓
る
ご
共
に
國
立
跟
行
券
の
館
却
を
も 

易
に
.す
る
所
あ
S
。
，準
備
银
行
法
に
依
れ
‘ぱ：：

一
九I

五 

年

十

二

月(

法
律
制
定
後1

r

筒
年
>
,以
降，11

十
ギ
間
、 

準

備

銀

行

は

每

年

ニ

千

，五

！

S

蔣

卵

を限
-:v

!
i

分

利

付

國 

债

を

買

又

るV
-こVJ 

>
定
め
ら
れ
あ
る
を
以
て
、
此
質 

入
が
§

せ
ら
る
と
す
れ
ば
；

11

十

年

叫

に

總

額

五®

®
 

即

ち

現

在

，

It

分
利
付
國
債
の
大
部
分
準
備
跟
行
の
手 

收
む
る
こ
と
を
得
べ
.
し

。
、
其

他

の

國

倩

は

一

億

弗

足
 

ら

ざ

る

も

の

な

れ

，ぱ

、
圆

立

銀

行

自

ら

一

般

市

場

に

資 

却
處
分
し
、
又
は
銀
行
の
.資
金
連
用
ミ
し
て
の
投
資
と 

し
て
所
有
ず
る
A
可
な
-
^
.
0
さ
れ
ぱ
聯
弗
準
傭
紙
粮
の 

流
通
.漸
次
墙
加
す
る
に
於
て
は
、
國
：立
銀
行
券
の
館
却 

は
嚴
早
時
日
の
問
題
☆
る
に
止
々
、
差
し
て
實
行
困
難 

な
る
事
情
の
起
る
こ
マ

」

：な
か
る
ベ
し>J

信
す
。
现
に
本 

年
六
月
の
単
備
法
改
正
於
て
新
鶴
行
法
に
設 

立
せ
ら
れ
た
る
國
立
銀
行
に
セ
も
、
其
資
本
金
に
應
じ 

て

一

定
額
.
の

國

債

を

所

有

し

'
銀

行

券

を

發

行

す

ベ

き

義
 

務
.の
免
除
せ
ら
れ
力
る
よ
-
、̂
細S5I：

の
大
娘
行
ナ
シni:

ナ
ル

•

 

n

ム； .マ

t

ス
♦

イ
ン
ク
の
加
ぎ
、
其
紙
胳
擔
保
權 

.

あ

る

所

有

國

债

め

全

部

を

處

分

す

る

.
と

共

に

國

立

银

行
 

.

券
の
發
行
を
廢
棄
し
た
る
あ
ク
。
其
他
め
银
行
に
し
て 

も
纖
々
コ
ム
マ
？
ス
銀
行
の
例
に
傲
ふ
も
の
あ
る
が
如 

ぐ
な
れ
ば
、
國
立
银
行
券
の
館
却
は
意
外
に
巡
速
に
行 

は

る

：ベ

し

。

 

\

:

國
.立
厳
行
券
め
發
-行
高
は
準
備
法
發
布
せ
ら
れ
しJ: 

九
：.I

三
年
十
二
月
二
十
六E

I

に
於
て
七
億
五
千
六
再
九 

十
，

S

蔣1
E

千
卵
、

j

九

j

五

年

末

に

は

增

加

し

，て
七
億 

七
中
腐
卵
を
示
せ
し
が
、
準
備
銀
行
依
る
二
分
利
周 

債
のI

貝
入
實
施
以
来
著
し
ぐ
減
縮
し
、

一
九
.1

七

年j 

月
に
は
七
®

ニ
千
百
群
：̂
'ビ
な
ク
>
:
更
に
本
年
八
月
一 

日

の

發

行

高

は

七

億

ニ

千

セ

+
萬
弗
と
な
り
S
其 

錯

却

の

成

績

は

甚

だ

良

好

な

り

，。

最

近

數

筒

月

間

は

.
合
 

衆
腾
の
參
，戰に
依
-
て
鎭
甸
の

.勢
を
沮
止
せ
ら
れ
し
が

て
金
證
券
の
地
位
に
代
ら
し
め
：ん
ビ
す
る
-J

ど
な
る
が 

<
&

衆
國
の
.銀

行

法

が

法

定

準

備

金

た

る

制

度

.を

存
織
し 

同
時
に
其
準
備
金
た
る
を
得
る
所
謂
が
ぐ
な
る
も 

の

を

認

む

る

以

上

、
準

備

紙
！
？

を
以
て
！
^
!
^
,
ル
ま
ぎ
を 

認
め
ざ
る
迄
も
、
合
法
货
職
と
し
て
咎
秘
银
行
の
法
定 

準
備
金
た
り
得
る
こV

J

、
せ
ざ
.る
限
b

>
此
'目
的
を
達 

す

る

，こ

と

は

甚

だ

困

難

め

事

に

®

す
。
今
日
の
如
ぐ
合 

衆
國
の
通
货
が
其
流
通
力
の
上
に
於
て
！！一

段
に
®
別
さ 

る

ほ

"
，銀
行
及j

般

商

業

界

共

に

务

辨

版

货

の

問 

に
差
等
を
設
ぐ
る
に
至
，ク
、
從
つ
て
最
上
の
琉
通
力
を 

有
オ
る
金
及
金
.
®券

の

ま

拂

は

、
、
最

後

迄

保

谓

せ

ら

る 

、

こ
、
/

J A

な
る
は
當
然
に
‘し
て
、
.
現
®
の
準
備
銀
行
法 

の
下
に
於
て
はi

f

傭
紙
银
に
働
す
る
#
要
少
く
、
金
货 

金
瞪
券
に
代
位
す
.る
の
'週
々
た
る
は
寒
に
止
む
を
得
ざ 

る
こ
ざ
、
謂
，ぱ
ざ
：る
べ
か
ら
.
。̂
傘

傭

紙

將

を

以

て：,

M 
•處 

/
 

✓ Jyr
 

I
- 

- 

^

か

き

も

、

是

れ

‘I

時

の

現

缴a

し

て

大

體

上

鎮

，却

は

完

俯

組

合

银

行

：の
法
處
.準

備

金

お

る

>の
資
格
を
認
む
べ
し 

全

'に

行

はる
、
も
の
，見
る
を
得

べ
し
。
 

ビ
の
職
は
、

.此
®
に
：於

て
有

力

な

根

據

を

有

ず

る
も 

第1

一
は
，金

瞪

券

の

囘

收

し

で

即

ち

準

俯

紙

彼

，

V

以

の

に

し

て

、
傘
備
紙
悠
が
流
通
上
此
性
®
,
^
存
す
る
に

饼

十

一

卷

ニ
四
九
七)

雜

0

北
、来
仓
衆
隨
ゆ
通
使
制
度 

链
十一

號

5

三

J



北
来
余
衆
姆
の
通
货
1

幣
十
！號

1
0

四
.

ま
ら
さ
る
は
甚
だ
不
徹
底
な
る
改
正
：た
る
の
職
を
兔
れ
, 

ざ
る
.な
b
。 

.

.

併
し
乍
ら
A
n衆
國
報
行
法
に
：特
有
な
る
法
定
支
拂
举 

僻
金
铅
度
をJLi

晚
廢
止
さ
.
.る

ぺ

き

運

命

有

す
.る
.も
..の 

と
す
れ
ば
"
合

楽

國

通

货

の

法

定

準

備

金

：ぬ
る
を
得
る 

所

謂

合

法

貴

粮

な.る
性
質
、も

、
亦

當

然

其

重

要

の

度

を 

失

ふ

べ

き

も

の

に

し

て

，、
準

備

紙

粮

は

縱

☆

法
贊
た
る 

の
.資
格
を
認
め
6
れ
す
ビ
も
、
今
日
各
國
の
銀
行
券
が 

法
货
に
あ
ら
ざ
る7

?

自
由
に
流
通
す
る
ゾ
レ
同
樣
、
殆
ん 

V
i

法
貨V

J

同
糖
度
に
稀
通
を
見
る
こV

J
な
ク
、
漸
次 

金
货
、
金
瞪
券
に
代
位
ず
る
こ
と
、
な
る
べ
き
を
疑
は 

ず
0
故
に
合
衆
國
通
货
跟
行
制
度
の
將
來
に
於
け
る
改 

革

の

第

一

は

、
先

づ

此

，法

定

準

備

金

な

る

規

定

を

廢

棄 

し
通
貴
上
に
於
け
る
合
法
货
粮
な
るI

I

別
を
も
清
減
せ 

し
む
る
に
在
-

CSO

本
年
六
月
の
改
正
法
に
於
け
る
國
立
銀
行
の
準
備
金 

に
關
す
る
.规
梵
は
此
點
K
向

ク

てj

大
第
戴
を
加
へ
た 

る
も
の
ご
謂
ふ
こ
と
を
得
ベ
し
。

'準
備
法
の
當
®

り
提

定

に

て

は

法

定

準

：傭

金

は

各

銀
.，0行
庫

中

に

保

有

せる
，
 

準

備

金W

準
傭
娘
行
®
ダ
金
.

よ
..： S

成
.
、̂
：法
定
準
備
金
；
 

の

約

半

鶴

：

t
f
#
#

各
®

め

手

許

に

存

置

，
せ

：

ざ
る
 ̂r

か
ら
，
 

す
、
從
ウ
て
各
银
行
はV

定
額
の
合

，法
貨
俄
を
常
に
所 

有
す
る
を
必
要
？
し
た
ぅ
。
然
る
に
改
正
法
に
於
て
は 

法
定
単
银
.金
の
割
合

を

.
低

減

す
る

同
時
に
、
準
俯
銀 

行
預
ヶ
金
の
み
を
以
て
法
定
取
備
金
ミ
な
す
 > > 
と

、

な
 

K
v
> 

.

各

®

の

庫

中

に

は

從

来

の

如

く

合

法

貨

幣

の

所

有 

を
强
制
せ
ら
る

y 

-

」
W

な
さ
じ
，至
れ
ム
0
且
準I

P

戴
行 

に
對
す
る
K
ヶ
金
は
準
傭
紙
粮
は
圓
よ
b
國
立
銀
行
券
. 

其
他
小
饥
手
及
滿
期
の
宇
形
等
取
立
債
權
を
以
て
も
之 

を
な
す
こ
と
を
得
る
を
以
で
、
法
楚
準
備
金
な
る
制
限 

は
猶
ほ
依
然
を
し
て
存
績
す
る
も
> 

通
货
制
度
上
に
於 

け
る
合
法
貨
幣
な
る
資
格
は
何
等
用
，を
，爲

さ

る

こ
と 

と
な
る
：べ
し
。
故
に
1

#

紙
#

が
主
マJ

し
て
振
行
日
常 

の
支
挪
の
用

に
供
せ
ら
るh

に
ら
ば
、
自
然
其
流
通 

高
を
增
加
す
る
.
に
至
る
.

ベ
&

は
赌
具
き
の
理
な
ら
。
金 

瞪
券
.

の
：最
低
額
：®
:

を

現

時

の

：
卞

弗

よ

り

五

十

弗

に

引

上

ぐ
る
が
如
き
、
圓
ょ
◊
準
備
紙
俄
の
流
通
を
擴
張
ず
る 

一
助
た
る
に
相
逮
な
き
も
、
其
根
本
に
於
て
か
く
の
如 

き

障
碍
の
歡

ぼ
す
'る
限~

^
大

な

る

效
架
あ
る
べし
と
も

思
は
れ
す
。
準
俯
組<

n

娘
行
亦
何
れ
も
準
術
銀
行
局
の 

施
設
に
協
同
策
應
し
て
成
可
く
金
貨
、
傘
識
券
を
準
備 

報
行
に
頸
託
し
準
備
紙
粮
を
以
て
日
常
の
支
挪
に
充
ウ 

る
こ
ざ
/
す̂
れ
ば
、，
金
货
、
金
證
券
の
準
備
銀
行
に
集 

中
す
る
ビ
共
に
、
準
俯
紙
粮
の
施
通
播
加
亦
容
易
な
る 

べ
し
。

最
後
に1.

言
す
べ
き
は
a
後
起
る
こ
と
あ
る
べ
き
恐 

憐
に
際
し
て
、
聯
邦
準
備
银
行
が
新
通
貸
制
度
の
下
に 

-

商
業
界
に
供
給
し
得
る
通
货
の
糖
度
如
何
是
れ
な
り
。 

今
左
に
最
近
の
準
傭
銀
行
營
業
週
報
を
摘
録
し
之
に
就 

て
講
ぐ
所
あ
ら
ん
ビ
す
。

Z

，聯

邦

準

備

跟

行

營

業

週

報

(

九
力
十S

日)

.
金

货

及

金

號

券

手

許

有

高.
四0

八
、
ニ
0
六
、O
O
0
弗 

.
金
狭
濟
基
金 

H
八
四
、
六

ハ

、0
0
0 

外
國
代
理
店
城
か
高
 

、

五
ニ
"
五OC

T
O

O
O

.所
有
金
準
備
計
.
，

，

.

賺
邦
準
備
局
代
經
者
域
託
高 

準
備
純
情
錯
却
基
金.

發
行
準
備
評 

金
準
備
維
計 

政
府
紙
常> 
叙
货
等 

準
備
維
箭
，

政
府
窗
金 

準
備
組
命
銀
行
懷
金 

組
合
外
鎭
行
筑
金 

取
立
字
形
類
，
a
i

聯
邦
堆
備
紙
常
流
道
高 

純
城
お(

組
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銀
行
城
金
.
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準
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備
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づ
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觀
れ
ぱ
単
傭
銀
行
の
保
有
せ
る
金
普 

の
總
額
は
十
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U

億
七
千
五
百
萬
©
に
わ
て
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此
中
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金

債
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に

®
ず

る

三

割

五

分

即

も
S

九

千

八
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七

+

餘

，萬

卵

及

：
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高
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萬
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-C. V
J

す
る
も
、
倚
は
十
憶
乃
至
十
ニ
憶
の
辦
發
を 

傭
を
有
ず
れ
ば
、
之
を
紙
幣
發
行
準
俯
に
充
當
し
て
極 

' こ
§
を
得
べ
し
Q
故
に
今
日
の
狀
勢
ょ
'ト
推
し
て
準I

P

 

度

紙

將

ぞ

發

行

ず$

し
す
れ
ば
、
十
七
億
九
千
五
萬
卵
銀
行
は
戦
後
の

®
憾
に
方
b

て
十
分
事
變
A
货
を
K
給 

を
新
に
供
給
す
る
を
得
べ
し
、
.假
令
戰
後
各
»
の
金
爭
し
得
る
の
地
位
に
莊
ら
と
見
る
を

#〜

か。

海
に
逢
，

S
.

て
、
ニ
億
、
三
偉
の
金
流
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元

祿

時

代

の

財

政

學

說

一

班

原

里

第

！
 

I

般
財
政
ぼ
開
す
る
：學
說

德

川

開

幕

以

来

家

康

秀

忠，の
劍
業
時

代
t
t儉
素
を
以 

て
用
を
節
せ
る
と
、"
.

松
平
伊
®

、
大
：久
保
石
見
、
本
多 

佐
渡
等
に
於
て
金
銀
採
織
に
力
を
盡
せ
る
と
は
麻
を 

充
實
せ
し
め
幕
庇
の
財
政
を
し
て
豊
饒
な
ら
し
む
る
を 

得

た
-
^
。

.
然
る
に
：三

代
家
光
の
世

、
H

光
廟
：
、

0

0

 

等
を
始
め
大
土
木
を
起

す
®
や
な
る
に
及

び
幕
府
の
財 

政
は
漸
く
®

か
ん
マ」

せ
'

^

と

雖

"

未

だ

初

代

一

一

代

の

菩 

M

は
则
政
め
廣
乏
をS
I

へ
し
め
ざ
◊

き
。
四
代
家
綱
の 

代
に
及
び
て
一
方
大
土
木
を
起
す

W

共
に
他
方
に
は
天 

災
の
到
る

频

：々

に

し

て

兹

に

廣

庫

0

乏

め

端

を

發

，せ 

と

五
代
，綱

®

、

職

を

襲

ふ

に
及

び
、
.始
め
心
を
政
治 

に
用
ひ
、
經

給

亦
見
る
べ
き
も
の
あ
ら
し
が
彼
の
後
半

生
は
全
ぐ
政
に
倦
み
で
、
世
は
所
謂
元
祿
華
美
の
啼
代 

V
J

な
b

財
政
上
支
出
の
盤
♦
多
さ
を
加
へ
て
幕
庫
は
大 

缺
乏
を
来
せ
り
。

：

吾
人
は
當
時
の
幕
府
が
財
政
狀
態
を
精
細
k
數
字
上 

に
：詳

に

す

る

を

得

ざ

る

を

遺

減

V
J

す
れ
ど
も
、
當
港
の 

經
常
費
が
旣
に
‘，歲
入
に
起
週
じ
、
.之
に
常
に
經
常
#
以 

の
多
银
支
出
を
.耍
せ
-し

断

時

費

を

加

算

す

る

と

さ

は 

歲
出
は
歲
入
の11

倍
餘
に
逢
せ
し
こ
と
は
確
實
に
し
て 

此
間
の
消
息
は
新
弁
白
石
の
著
折
た
ぐ

，

柴
の
記
に
.明
な

り
？
即
日
く

I
 r

今
重
秀
が
謙
リ
ホ
す
所
は
御
料
總
ズ
四
ぼ
蔣
石
歳
々
に
纳
ら
る
、
所 

の
金
は
凡
七
十
六
七
廣
附
以
外
良
崎
の
®
上
と
云
ふ
も
の
⑩
萬
附
酒
'巡 

上
と
い
ふ
も
.の
六
千
雨(

中
略)

此：s

寒
そ
御
給
金
の
料
二一

十

腐

附

除 

.く
外
餘
る
所
は
：

n

十
六
七
萬
哺
餘
な
り
去
年
の
國
m
凡
金再

11

十
蔣
附 

に
及
べ
リ
此
外
に
內
襄
を
造
リ
キ
、
い
ら
せ
ら
る
、
所
の
料
凡
七
八
十
邱 

雨
を
川
ひ
ら
る
べ
し
。
さ
れ
ぱ
今
國
財
の
足
ら
ざ
る
所
凡
ぼ
七
A
十
萬 

雨
に
餘
れ
リ
。
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.如
斯
幕
府
財
政
.の
廣
乏
と
等
し
く
、
.
一‘般S

H
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の
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裕
は
延
い
て
諧
校
の
財
政
に
も
困
難
を
來
さ
し
た
わ
戴

餓
十一
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代
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財
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